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1. 2022年12月期第2四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 61,909 28.6 3,487 △11.1 3,707 △14.2 2,489 △15.0

2021年12月期第2四半期 48,151 △5.2 3,923 △41.6 4,320 △38.8 2,928 △40.6

（注）包括利益 2022年12月期第2四半期　　3,632百万円 （28.8％） 2021年12月期第2四半期　　2,820百万円 （△31.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第2四半期 232.25 ―

2021年12月期第2四半期 273.03 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 132,748 89,288 65.2

2021年12月期 131,766 85,426 62.9

（参考）自己資本 2022年12月期第2四半期 86,577百万円 2021年12月期 82,845百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 27.50 ― 32.50 60.00

2022年12月期 ― 30.00

2022年12月期（予想） ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
2021年12月期期末配当の内訳 普通配当27円50銭 記念配当5円

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 115,000 28.2 1,500 △19.8 2,100 △19.5 1,400 △19.3 130.62

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期2Q 10,935,000 株 2021年12月期 10,935,000 株

② 期末自己株式数 2022年12月期2Q 216,700 株 2021年12月期 216,700 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期2Q 10,718,300 株 2021年12月期2Q 10,724,564 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料２ページ
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



 

（参考）個別業績予想 

2022 年 12 月期の個別業績予想（2022 年 1 月 1 日～2022 年 12 月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 111,200 29.3 500 △47.8 1,100 △37.3  800 △37.5 73.44 

 (注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
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１. 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間(2022 年１月１日～６月 30 日)のガス販売量は、家庭用につきましては、気

温・水温が前年に比べ低めに推移した影響により前年同期に比べ 2.3％増加しました。業務用につきまして

は、お客さま設備の稼働が前年同期と比べて改善し 5.2％増加しました。この結果、ガス販売量合計では、

前年同期に比べ 3.6％増加の 403百万ｍ3となりました。 

売上高につきましては、ガス販売量の増加や原料費調整制度による販売単価の上方調整によりガス売上

高が増加したことなどから、前年同期に比べ 28.6％増加の 619 億円となりました。売上原価につきまして

は、ＬＮＧ等の原料価格上昇の影響でガス原材料費が増加したことなどにより、前年同期に比べ 52.5％増

加の 406 億円となりました。 

この結果、営業利益は前年同期に比べ 11.1％減少の 34 億円、経常利益は 14.2％減少の 37億円、親会社

株主に帰属する四半期純利益は 15.0％減少の 24億円となりました。 

なお、当社グループの業績は、ガス事業のウェイトが高く、売上高が冬季(１～３月)に多く計上される

ため、業績に季節的変動があります。 

〔ガス販売実績〕                             (単位：千㎥) 

項          目 
前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 
増  減 増減率(％) 

ガ 家    庭    用 210,047 214,797 4,750 2.3 

ス 業    商   業   用 49,470 55,652 6,182 12.5 

販 務 工   業   用 107,834 108,480 645 0.6 

売 用 そ  の  他  用 21,968 24,428 2,459 11.2 

量  計 179,273 188,561 9,288 5.2 

 合      計 389,320 403,359 14,038 3.6 

  （注）ガス販売量は 45MJ(メガジュール)/㎥で表記しております。 

〔収支の状況〕                            (単位：百万円) 

項          目 
前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 
増 減 増減率(％) 

売 上 高 48,151 61,909 13,757 28.6 

売 上 原 価 26,665 40,675 14,010 52.5 

供 給 販 売 費 及 び 

一 般 管 理 費 
17,562 17,746 183 1.0 

営 業 利 益 3,923 3,487 △436 △11.1 

経 常 利 益 4,320 3,707 △613 △14.2 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

四 半 期 純 利 益 
2,928 2,489 △438 △15.0 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期末における総資産は、投資有価証券の増加などにより、前期末に比べ 9 億円増加の 1,327

億円となりました。 

純資産につきましては、利益剰余金の増加などにより、前期末に比べ 38 億円増加の 892 億円となりまし

た。 

なお、自己資本比率は 65.2％となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、2022 年７月 28日に公表した業績予想を変更しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 632 562

供給設備 47,837 47,110

業務設備 17,722 17,532

その他の設備 7,885 7,748

建設仮勘定 1,250 2,725

有形固定資産合計 75,328 75,680

無形固定資産

その他無形固定資産 3,045 3,329

無形固定資産合計 3,045 3,329

投資その他の資産

投資有価証券 12,322 15,947

その他投資 13,614 14,202

貸倒引当金 △2 △1

投資その他の資産合計 25,935 30,149

固定資産合計 104,309 109,159

流動資産

現金及び預金 14,739 10,135

受取手形及び売掛金 8,703 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 8,855

商品及び製品 22 30

仕掛品 771 559

原材料及び貯蔵品 540 1,017

その他流動資産 2,717 3,030

貸倒引当金 △38 △39

流動資産合計 27,457 23,589

資産合計 131,766 132,748
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

固定負債

社債 934 901

長期借入金 16,720 15,799

役員退職慰労引当金 42 45

ガスホルダー修繕引当金 397 434

固定資産除却損失引当金 1,590 ―

器具保証引当金 735 657

退職給付に係る負債 5,471 3,501

その他固定負債 1,009 1,449

固定負債合計 26,901 22,789

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 1,693 2,078

支払手形及び買掛金 6,451 4,686

未払法人税等 368 1,458

固定資産除却損失引当金 ― 1,960

その他流動負債 10,925 10,487

流動負債合計 19,439 20,669

負債合計 46,340 43,459

純資産の部

株主資本

資本金 2,754 2,754

資本剰余金 36 36

利益剰余金 77,415 80,143

自己株式 △271 △271

株主資本合計 79,934 82,663

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,038 2,463

退職給付に係る調整累計額 872 1,450

その他の包括利益累計額合計 2,911 3,914

非支配株主持分 2,580 2,711

純資産合計 85,426 89,288

負債純資産合計 131,766 132,748
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 48,151 61,909

売上原価 26,665 40,675

売上総利益 21,486 21,233

供給販売費及び一般管理費 17,562 17,746

営業利益 3,923 3,487

営業外収益

受取利息 71 46

受取配当金 132 152

受取賃貸料 166 81

持分法による投資利益 36 13

雑収入 52 89

営業外収益合計 458 383

営業外費用

支払利息 47 63

匿名組合投資損失 - 85

雑支出 13 14

営業外費用合計 60 162

経常利益 4,320 3,707

特別利益

固定資産売却益 - 60

特別利益合計 - 60

特別損失

退職給付制度改定損 - 85

特別損失合計 - 85

税金等調整前四半期純利益 4,320 3,682

法人税等 1,261 1,051

四半期純利益 3,059 2,631

非支配株主に帰属する四半期純利益 131 141

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,928 2,489
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 3,059 2,631

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △231 425

退職給付に係る調整額 △18 578

持分法適用会社に対する持分相当額 10 △2

その他の包括利益合計 △238 1,001

四半期包括利益 2,820 3,632

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,688 3,492

非支配株主に係る四半期包括利益 131 139
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020年３月 31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。こ

れによる主な変更点は次の通りです。 

・電力小売に係る収益認識

電力小売収益に関して、従来は毎月の検針による使用量の計量に基づき収益を認識しておりましたが、決

算月の検針日から決算日までに生じた収益を見積って認識する方法に変更しております。また、再生可能エ

ネルギー発電促進賦課金は、従来は収益として認識しておりましたが、第三者のために回収する金額に該当

することから収益として認識しない方法に変更し、再生可能エネルギー買取に伴い収受する再エネ特措法交

付金についても従来は収益として認識していましたが、費用から控除する方法に変更しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,124百万円減少し、売上原価は878百万円減少し、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ246百万円減少しております。また、利益剰余

金の当期首残高は593百万円増加しております。 

 収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示し

ていた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含め

て表示しております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する

会計基準」（企業会計基準第10号2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算

定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結

財務諸表に与える影響はありません。 
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（追加情報） 

 （退職金制度の改定） 

  当社は、2022年４月に、退職金制度の改定を行い、給付水準の見直しとともに退職一時金制度の一部に

ついて確定拠出年金制度へ移行したことにより、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計

基準適用指針第１号 2016年 12月 16日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第２号 2007年２月７日）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給

付制度の一部終了の処理を行っております。これにより、当第２四半期連結累計期間において、「退職給付

制度改定損」85百万円を特別損失に計上しております。 

３．（参考）個別業績の概要 

（１）四半期個別経営成績の概況（2022年１月１日～2022年６月30日）  
 （％表示は、対前年同四半期増減率） 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円   ％ 百万円   ％ 百万円      ％ 百万円      ％ 

2022年12月期第２四半期 

2021年12月期第２四半期 

59,732  29.9 

45,972   △5.7 

2,803 △11.4 

3,165 △47.2 

3,060 △14.4 

3,574 △43.9 

2,201 △14.5 

2,574 △43.9 
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